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　昔ね、ずっと長くトップを務めてこ
られた経営者がいましてね。そこの社
員は大卒ならだいたい23歳で入社して、
当時の定年年齢の55歳で退職する。と
ころが、トップがずっと変わらないも
のだから、新入社員の辞令も定年の辞
令も同じ人なんてことになるわけです
よ。ああ、自分はそんなことをやって
はいけないな、と考えておったんです
が……（笑）。
　僕は昭和33（1958）年にスズキに入
って、同53（78）年に社長になりまし
た。その後、会長になりましたが、今
年で社長になってから40年になるんで
すね。40周年。
　お役所の課長さんはだいたい2～3
年で交代しますね。局長さんで1年で

しょうか。行政をやる上において、す
べてを広く浅く知っておかなければな
らない、ということなんですね。職務
執行上の関係でいろいろな経験をする。
そして、悪を断ち、善を伸ばす。許認
可権を握り続けるとか、そういうこと
はさせない仕組みなんですね。

危機は25年周期で訪れる

　一方、民間企業の社長の任期という
のは少なくとも5年か7年くらいにした
ほうがいいんじゃないかなぁ、と思い
ますよ。長期方針を考えていくことが
民間では重要ですから。よほど慎重に
考えながら10年先を読める人、10年
計画を立てられる人がいいんじゃない
でしょうか。その意味では任期にはこ

だわらないということでしょうね。
　企業というものは一時的に順調でも、
いつまでも順風満帆というわけにはい
かない。周期的に危機は訪れるものな
のです。その周期の長さはだいたい25
年でしょうか。そう、四半世紀に1回。
これを乗り越えられれば、企業は強く
なるけど、その波にのまれると最悪の
場合、倒産してしまいます。
　スズキも昭和25（50）年に労働争議
が起こりました。私はまだ入社する前
でしたが、会社は倒産寸前まで追い込
まれたそうです。そして昭和50年。
1975年のことですね、スズキは排ガス
対策で失敗した。エンジンが開発でき
ず、トヨタ（自動車）さんに頼み込んで
エンジンをもらったんです。77年には

私のリーダーシップ論
3人のカリスマが激白

3年前に社長の座を長男に譲った。
今年の株主総会ではCEO職をなくす決議をした。
チーム経営への移行が目的というが、その真意はいかに。

合議制は民主的
でも、決まらないでは困る

鈴木 修スズキ会長（88歳）
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2代目社長の義父を亡くし、創業者で
ある祖父も、現職社長だったおじも相
次いで病に倒れた。78年に婿養子の私
が社長になり、79年に発売した軽自動
車の「アルト」をヒットさせることがで
きた。
　アルトだけが成功したわけじゃない
んです。オイルショックの折、米ゼネ
ラル・モーターズ（GM）さんがどこか
小さいクルマを作れるところはないか
と探していたところに、アルトをヒッ
トさせたスズキに白羽の矢が立った。
それで81年に提携した。すると、今度
は国民車構想を練っていたインド政府
が目をつけてくれた。それが今の（イン
ドの自動車最大手である）マルチ・スズ
キにつながっている。インドでは25年

ほどかけて年産100万台の
規模になったんですよ。シ
ェアは50％。有頂天になっ
ちゃった。
　問題はそこにEV（電気自
動車）、HV（ハイブリッド
車）、自動運転、コネクテッ
ドカーといった黒船が来た
ことなんです。それで、今、
どうするか、ですよ。
　スズキではCEO（最高経
営責任者）やCOO（最高執
行責任者）を置かないこと
にしました。6月の株主総
会を経て定款変更しました。
これはね、（2015年6月に
就任した長男の鈴木俊宏）
社長が言い出したんですよ。
チーム・スズキでやると。前
代は独裁だったから合議制
でやっていくと。会長、副
会長、社長と技監の4人の
四役会議で決めることにな
ったんです。
　社長がチーム・スズキで

やりたいと聞いてどう思ったか？　そ
れは新しい方向でいいんじゃないかと。
でも、賛成したから異論がなかったと
考えられては困りますね。

小田原評定にならんように

　一番の懸念はチーム・スズキっての
は小田原評定につながりかねないとい
うことなんですよ。戦国時代に豊臣秀
吉に小田原城を攻め込まれた際に城中
では結論の出ない会議が繰り返された
ように、何も決められない、というこ
とでは困る。まあ、お手並み拝見です
な。
　もちろん、私も四役会議のメンバー
ですから意見は言いますよ。でも、決
めるのは合議制。それは新社長が誕生

した時からやっていますよ。
　一方の考え方として民主主義ではあ
りますからね。明治天皇もおっしゃっ
てましたね。万機公論に決すべし、と
ね。天下の政治は世論に従って決定し
なきゃならない。でも、小田原評定に
ならんようにやらないと。ならんよう
に指導はしていきます。
　後継者の育成っていうのはつくづく
難しいと思いますね。難しい。僕は00
年に会長になりましたが、社長は5年
以上やってもらおうと思って任命して
きました。もちろん、無能な人は長く
やってはいけません。
　ただ、無能かどうかというのは時代
の変化によって違いますね。混乱期は
ファイトがあって、ロスも大きいけれ
ど挑戦する戦う人がいいですね。平時
はまあまあまあでやることが必要なん
ですね。
　でも、これまで任命した社長は残念
ながら病気で倒れたりしてね。（長男が
社長になった）今は獅子が我が子を千
尋の谷に突き落とす心境です。
　社長といっても、その会社の最高決
定権を誰が持っているか、ということ
も大事ですよね。むしろ相談役とか、名
誉会長とかが実権を握っているという
ようなこともありますから。それを考
えないといけない。名誉会長なのに代
表取締役って人もいるでしょう。あれ
は（名誉会長という肩書が）偽物（笑）。
　僕は独裁だとは思っていないんです
よ。だって、業績を見てください。赤
字はないですよ。ずっと、よりよくし
てきた。でも、25年周期で考えると、
ここでちゃんと種をまかないと、2025
～30年はよくならない。それで今、チ
ーム・スズキでやろうじゃないかとな
っているんです。お手並み拝見なんで
すが、見てられない。だから、俺が頑
張らないといけないんですね（笑）。（談）

カリスマと老害


